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坐骨神経の枝である脛骨神経を露出、7-0 絹糸にて 2 か所結紮し、その間を切断した。ミノサイ
クリン（30mg/kg,ip）を 24 時間間隔で 8 回投与した。投与時期は神経損傷手術の 1 時間前に開
始するもの（ミノサイクリン 0-7 日）と損傷 7 日後に開始するもの（7-14 日）に分け、さらにそ
れぞれの対照実験（生食群）を行った。 
 
 行動実験： 機械的刺激、熱刺激による 2 種類の行動実験を術前の薬剤投与直前、術後 3、7、
14 日後に行った。機械的刺激に対し逃避行動をとった値（PWT）および、熱刺激に対し逃避行
動をとるまでの時間（PWL）を記録した。 
 術前の PWT は 8〜12g であった。損傷側は、術後 3 日で生食またはミノサイクリン投与に関
わらず術前と比較し 15～18g と有意な上昇が起こったが、生食群では術後 14 日に 4g まで低下
した。これに対し、ミノサイクリン（0-7 日）群では術後 14 日で 10g と損傷前と同様の値を示
した。ミノサイクリン（7-14 日）群は 14 日後で 5g と有意に低下し、生食群との間に有意差は
認められなかった。 
PWL は術前で 9-11 秒であった。損傷側は、術後 3 日で生食またはミノサイクリン投与に関わ
らず 13 秒と PWL の有意な延長が起こったが、生食群およびミノサイクリン（7-14 日）群では










ミクログリアの免疫組織染色： 術後 14 日の行動実験終了後にラットを灌流固定し、脊髄の












定 2 時間前に熱刺激として損傷側の後足に 10 秒間熱水（55℃）に浸し、固定 15 分前に露出し
た脛骨神経の近位断端に 5mA、5 ミリ秒、5Hz の矩形波で 10 分間電気刺激を行った。灌流固定
後、L4/5 の 10 ㎛の切片を作製し、免疫組織染色を行い、c-Fos 陽性細胞数、p-ERK 陽性細胞数
および二重陽性細胞数を比較した。c-Fos、リン酸化 ERK（p-ERK）はともに侵害受容 2 次ニュ
ーロンの興奮を標識するマーカーであり、c-Fos の免疫活性の誘発には興奮から 15 分以上の時間
を要し、2 時間後に最大になる。一方、ERK の免疫活性は 15 分までに最大となり、2 時間後に
は消失する。 
生食を投与した場合、c-Fos 陽性細胞は L4/5 のⅠ/Ⅱ層で多数認められたが、p-ERK 陽性細胞
及び二重陽性細胞はⅠ/Ⅱ層の内側部（脛骨神経領域）に集中していた。 












                                  様式甲－３  
